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ピアノが好き
bouquet［ブーケ］編集部（以下、b）：小山さんは、
どのような子ども時代を過ごしたのですか？

小山実稚恵：私は岩手県盛岡市で育ちました。音
楽とは関係ないごく一般家庭の一人っ子で、おも
ちゃのピアノが好きでいつも遊んでいました。本
物のピアノが欲しいと親にねだり、６歳の誕生祝い
にアップライトを買ってもらえることになりました。
それで最初に近所のカワイのピアノ教室に行き、そ
のあと盛岡市の吉田見知子先生に習いました。と
いうのも、母が吉田先生の教室の発表会を観に行
き、生徒さんたちがピアノをとても楽しそうに弾
いていたので、ここがよいと思ったのだそうです。

b：吉田先生のレッスンは、いかがでしたか？

小山：私自身ピアノが大好きでしたし、レッスンも
楽しかったのです。先生もとても熱心に教えてく
ださいました。習いたての頃は週に１回のレッス
ンでしたが、それが週２になり、後々は毎日のよう
に行くような感じになり、学校が終わればそのま
まピアノ教室に直行していました（笑）。

b：高校は、入学が非常に難しい藝高（東京藝術大
学音楽学部附属音楽高等学校）へ進学されています
ね。藝高は多くの音楽家を輩出していますが、その
頃からピアニストへの道を意識していたのですか？

小山：いいえ、全然（笑）。ピアノはとにかく大好
きでしたから、ずっとピアノと一緒にいるのだろう
なと漠然と思ってはいました。ピアニストになる
というよりはピアノと人生を歩めれば幸せだと考
えていたのだと思います。小さい頃からあまり競
争する観念はありませんでした。ですが、吉田先
生の勧めでコンクールはときどき受けていました。

コンクールのために東京に出ていくことが、小旅
行のようでうれしかったですね。
　中学３年生のとき、父の転勤で東京に引っ越す
ことになり、藝高の受験を決めました。今思うと
ですが、吉田先生のレッスンはすばらしく、藝高
受験のためには十分な進度に達していたような気
がします。中学３年生の１年間は１か月に１回ぐ
らい、逆に、東京から盛岡の吉田先生のところに
ピアノのレッスンに通っていたんですよ。

b：入学してみていかがでしたか？

小山：藝高では田村宏先生に師事することになり
ました。習い始めて間もないあるとき、田村先生
が不思議そうな顔をして「君は僕の言ったことを直
そうと思ってないの？」とおっしゃったんです。そ
こで私、「言われたことは直すんだ!?」と驚いたん
です。ピアノのレッスンで習ったことを、自分で
自分の中に取り入れるというより、それまでは吉田
先生が、私の身体が自然に覚えるまで根気よく教
えてくださっていたのですね。順を追って教えて
もらう癖がついていたのだと思います。だから、す
べてが受け身だった。とても申し訳ないことをし
ていたのだと気が付きました。

b：大学ではどのように学ばれていましたか？

小山：のんきな性格なので、まだまだのんびりやって
いました。違う楽器の友人と合奏して楽しむことも
多かったです。長い目で見ればそこでレパートリーが
蓄積されたから、あれはあれでよかったのかな。大
学２年の頃先生に「コンクール受けてみれば？」と
勧められました。課題曲はたいしたことのない曲数
なのですが、当時の私にはこれらの曲をどのよう
に仕上げていけばいいのか、全く見当がつきません
でした。自分で自分のことが分からないなんて「こ
のままではまずい！」と愕然としました。それから
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ですね、自発的にピアノに向き合うようになったの
は。ですから、私は英才教育を受けて効率よく考
えて学んだタイプではありません。ピアニストとい
う職業を考え始めたのは、大学院生の頃に受けた、
チャイコフスキー国際コンクールからでしょうか。

チャイコフスキー国際コンクール
b：世界屈指のピアノ・コンクールとして、*チャイ
コフスキー国際コンクール、ショパン国際ピアノコ
ンクールがありますが、小山さんは両方に入賞し
た日本人で唯一のピアニストですよね。念入りに
準備されたのでしょうか？

小山：いいえ、それが恥ずかしいことに全く違うん
です。当時「海外派遣コンクール」という、受賞す
ると海外のコンクールを受けるための渡航費など
を負担してくれるコンクールがありました。それ
に受かり「どのコンクールを受けよう？」と（笑）。
なんの知識もありませんでしたので調べたら、４年
に１度のチャイコフスキー・コンクールがモスク
ワで翌年あることが分かりました。「受かるはずは
ないから、せっかくならば大きいコンクールがいい
な、参加しながら世界の様子を見てみよう！」とエ
ントリーしたんです。初めて受けた海外のコンクー
ルになりました。

b：実際に受けてみてどうでしたか？

小山：自分の演奏のないときは、他の演奏者をよく
聴きに行っていたのですが、特にロシア人の演奏
には驚きました。コンクールなのに、もう完全にピ
アニストのような演奏でした。私はといえば、一
次予選の曲目はさすがに準備していましたが、すぐ
に落ちてしまうと思っていたので、ステージが進む

にしたがい準備不足の状態でした。それが、あれよ
あれよと驚いている間に本選に出場できることに
なり……。本選ではモスクワ放送交響楽団とチャ
イコフスキーの協奏曲と自由選択の協奏曲の２曲
を演奏しなければいけません。自由曲のラフマニ
ノフの協奏曲は、大学の卒業演奏会で藝大のオー
ケストラと弾いたことがありましたが、チャイコフ
スキーの協奏曲にいたっては、レッスンで１度か２
度、友達が弾くオーケストラ・パートのピアノ伴
奏と合わせて、先生の前で弾いたことがあるだけ。
オーケストラと合わせた経験もありませんでした。
それが、ロシアの最高のオーケストラとの共演で
す。今思うと無謀すぎることでした……。

b：世界中から数えきれないほど大勢のピアニスト
が、ピアニスト人生をかけて目指してきますし、決
勝までに、多くの難曲も大曲も演奏しなくてはな
らないので、大変なコンクールだと思います。

小山：いろいろと運もよかったと思います。私が受
けたときは、まだロシアがソビエト連邦だった頃で
すからコンクールは国家を挙げての大きな行事でし
た。そして最近のコンクールのように、まだ企業や
楽器会社がコンクールに参入できない時代でした。
だから楽器はスタインウェイが２台だけ。それが２
台ともほんとうにすばらしい楽器でした。その最上
のピアノを自由に選べることにも大感激しました。

b：どんなピアノを選ばれたのですか？

小山：2台のピアノはそれぞれ全く違う個性をもっ
ていました。予選前日の夜に選ぶのですが、一次予
選ではコロコロコロって転がるような単音が美し
いピアノを選びました。演奏予定の『鬼火』（リスト
作曲）のためにあるピアノだと直感したからです。
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*チャイコフスキー国際コンクールは４年に１度、ロシア・モスクワ音楽院のホールで開催されるコンクール（2019年に16回目を開催予定）。なお、チャイコフ
スキー国際コンクール、ショパン国際ピアノコンクール、エリザベート王妃国際音楽コンクールは、世界三大コンクールとも言われており、世界の若手音楽家
にとっての登竜門とされている。
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一次予選の本番、私は朝早い順番だったのですが、
ホールには大きな肖像画が掛かり、壁には窓があっ
て、窓からフワーっと柔らかい光が差し込んでき
ました。そのステージに立って、初めて体験する
ピアノの美しい響きに心の底から感動しました。
あれから30年以上演奏会を続けていますが、あの
一次予選の舞台こそが私の中の最高のカルチャー
ショックでした。あの瞬間があったからピアニス
トの道を歩みたいと強く思い、演奏活動を続けて
いるのだと思います。

楽器と音と感覚
b：小山さんがピアニストとして大切にしているこ
とは何ですか？

小山：うーん……、感じたことを何でも正直にやっ
てみることでしょうか。そして、ピアノという楽器
と、どれくらい仲良くなれるかということをいつも
大切にしています。ピアノは持って歩けませんの
で置かれているピアノと常に対話しなくてはいけ
ません。それから、同じピアノでも、リハーサルと
本番では全然違いますし……。

b：ピアノはそこまで変わるのですか？

小山：驚くほど変わります。湿度や温度、舞台のラ
イトでも変化しますし、本番ではお客様の服で音
が吸われることもあります。弾いているうちにピ
アノ本体も温まったり、弦も振動で変化したりし

ますから、時間とともに音が変化して、花開いて
くるような感覚もありますね。たとえばバラの花
のような感じといえばいいでしょうか。蕾のとき
も、満開のときも、もう散りそうなときも、音色は
それぞれのよさがあります。いろいろ感じながら、
考えながら演奏するのですが、ピアノの状態が曲想
とピッタリ合えばラッキーですよね。

b：小山さんが12年間続けてきたBunkamuraオー
チャードホール（東京都渋谷区）でのリサイタルで
は、毎回イメージカラーを設定してプログラムを
組んでいましたね。音楽と色彩感覚について、どう
お考えですか？

小山：音と色はとても密接です。誰かの演奏を聴い
て「この人の音は色を感じる」と思うことがありま
すよね？ “何色”と決まった色ではないけれど、“何
かの色”を感じる音のような感覚です。何色を感じ
るかは、人によって違っていいと思いますし、違っ
て当然だと思うのです。音色は感情や感覚によっ
てつくりだされるものだと思えます。だから私が
「この色」と感じて弾いていても、聴き手は一人一
人違う感じ方で受け止めているわけです。それに、
たとえば「青」と言葉で表現してもいろいろな「青」
がありますよね。濃くて力強い「青」もあれば透明
感のある「青」もある。色というのは明確に共有で
きない不思議なもの、そして音もそうなんです。

b：ピアノは技術だけではなく、感覚的なことも重
要なのですね。
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小山：その日の感性、感覚は演奏に影響すると思っ
ています。同じフレーズでも日によって違う感覚
をもつことがあります。昨日はあんなに夢中で弾
いていたのに、今日はあまり感じないということ
もありますし。身体的なこと、インスピレーショ
ン、響き方の具合なのか、あるいは視覚的なものな
のか……分からないけれど、いろいろなことが作用
して、感覚が変化し、演奏に影響を与えることは、
確かに起こります。

b：繊細な世界ですね。

小山：だからこそ音楽に対しての興味が尽きない
のですね。計算しても測れずに、予測できないこ
とがあふれているのが音楽です。自分にないもの
を与えてもらえることもあるし、逆に自分がもっ
ていたものを失ってしまうこともある。音楽の世
界においては、二度と同じ瞬間はありません。でも
それって、とても魅力的です。

b：小山さんは音楽以外のお仕事で、スポーツ選手
のかたがたとの対談も行っていましたね。

小山：私、スポーツ観戦が好きなんです。スポーツ
と演奏の世界って似ているといつも思うんですね。
演奏家は、決められた日の決められた時間に、自
分の状態がよくても悪くても弾かなくてはいけな
い。さらに、どんなに用意してもうまくいかないこ
とがある。自分を調整することが、とても大切です。
それってスポーツの世界とそっくりだと思いませ
んか？ スポーツ選手と話をしてみると、ピアノと
馴染みのないかたでも細かなニュアンスが伝わる
んです。刻々と変わる感覚の話も通じますし、同
じようなことを感じていらっしゃるかたばかりで
す。世界は違っても感覚は共通です。

b：スポーツ選手と接する中で、特に印象的な点は
どのようなことですか？

小山：音楽の世界と違うなと感じたのは、「◯◯さ
んのこういう面は、ほんとうにすばらしいですね」
とお話しすると、皆さんがキッパリと「ありがとうご
ざいます」と返してくださること。とてもすがすがし
く感じました。私などは、褒め言葉をいただいたと
きなど「いえいえ」「とんでもない……」と困惑の中
で答えてしまうのですが、スポーツ選手は言葉をそ
のまま受け止めますね。常に「こういう点が自分の
長所だ」と認識して、自分を信じて勝負に向かわれ
ているからだと思いました。勝ち負けがはっきりし

た世界、紛れがない世界だからこその潔さですね。
そういう返答の先には、必ず次に向けてのエネル
ギーがあることがすばらしいと思いました。

子どもたちの心のために
b：2015年から仙台で夏に開催されている復興支援
イベント「こどもの夢ひろば“ボレロ”」は小山さん
の発案でスタートしました。 “日立システムズホー
ル仙台”を開放し、音楽、科学、スポーツ、茶道、
料理、アートなど、さまざまなジャンルを楽しめる
体験型の催しで、2018年もチケットは完売でした。
どのような意図で企画したのですか？

小山：子どもたちの感動する心やワクワクする心が
育つきっかけになるイベントができたらと、企画し
ました。音楽でなくたって何でもいい。子どもた
ちは何が好きか分からないから、いろいろな世界を
体験できるようにしています。ワクワクする心を
もっていれば、どんなことにもチャレンジできると
思うんです。まず触れてみて感動する心をもつこ
とが大切なのだと思います。文学でも音楽でもス
ポーツでも……世界が広がる。ワクワクする気持
ちさえもち続けることができれば、辛いことがあっ
ても続けることができる。私自身音楽に触れなが
らワクワクしているからこそ、ピアノを続けている
のだと思います。「いいな」と感じてほしいなと思っ
ています。

b：どのようなご経験でそう考えたのでしょうか？ 

小山：私は幸運なことに盛岡の自然に囲まれて育
ちました。美しい自然に触れて感動する機会に恵ま
れていたんです。そして、音楽を通じて良い出会い
にも恵まれました。すばらしい実力や感性をもって
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　チャイコフスキー国際コンクール、ショパン国際ピアノコンクールの二大コンクー
ルに入賞以来、第一線で活躍し続けている。CDはソニー・ミュージックジャパンイ
ンターナショナルと専属契約を結んでおり、30枚目となる最新盤の『バッハ：ゴル
トベルク変奏曲』は『レコード芸術』誌の特選盤に選ばれた。著書に『点と魂と ―ス
イートスポットを探して』（KADOKAWA）。2005年度文化庁芸術祭音楽部門大賞、13年
度東燃ゼネラル音楽賞洋楽部門本賞、15年NHK交響楽団「有馬賞」、15年度文化庁芸
術祭音楽部門優秀賞、16年度芸術選奨文部科学大臣賞など受賞歴多数。17年度「紫綬
褒章」受章、18年度大阪市市民表彰を受ける。東京藝術大学、同大学院修了。吉田見
知子、田村宏両氏に師事。
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いるのに、スランプに陥って自分を許せなくなり辞
めてしまう人がいます。たしかに一つの事をやり
遂げるためには、技術を磨かなくてはなりません
から、つらさが伴います。ついワクワクする気持ち
を忘れてしまいがちですが、そこを乗り越えて「ピ
アノが好きだ」と実感し、感動する心を大切にする
ことが必要だと思うのです。

b：子どもたちの未来を考えての企画なのですね。

音楽は本人の言葉で
b：音楽家にとって、どのような指導者が理想だと
お考えですか？

小山：「魂が感じること」を教えてくれる先生では
ないでしょうか。非の打ちどころのない立派な演奏
はもちろんすばらしいのですが、心を打つ演奏は
もっとすばらしいと思います。「人の心に残るもの
とはいったい何か」と生徒が考えるきっかけを与え
てくださる先生、そして、教えが生徒本人の意思に
つながるように、感性が演奏に出てくるよう導いて
くれる指導、それはすごいと思います。でも結局は
どんな世界でも最後は本人の自覚なしではできな
いのですよね。音楽には正解がありませんから、自
分が感じること、考えることを信じて表現するしか
ないんです。良いと思えるものを外面から取り入れ
ても、それはツギハギの音楽だと思います。表面上
はきれいに整って聴こえても、心が伝わらない。音
楽は、本人の言葉で語らないと、人の心に届かない
と思うんです。

b：小山さんご自身の目標はありますか？

小山：「いつの日か自分がこう弾きたいと思ったま
まに、弾けたらいいな」と思います。結局はそれし
かないのですよね。私の永遠の目標です。「いつか
は弾ける日が来るかも」と思いながら練習していま
す。「もうこれくらいでいいや」と思ったらそこで
止まってしまう……。

b：まだご自身の演奏に納得していないのですか？

小山：納得なんて……ほど遠いです。思い描く音楽
と自分の実力のギャップがありすぎるのでしょう
ね。理想の音楽と現実の響きの狭間で、いつも葛藤
しています。ピアノの音

ね
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は、指や腕を鍵盤に落と
す表面積やスピードの使い方、タイミングによって
質感も色彩感も変わってしまいます。ほんのちょっ
としたことで全く違う音色にもなってしまう。ピ
アノは弾き方によってさまざまな音色が出る楽器
なんです。だからこそ、自分が望むような音色を
作ること、フレーズを奏でること、全体を構成する
こと……できないことだらけです。自分がよく準
備したと思うコンサートほど、何でこんなにだめ
なのだろうと感じるような気がします（笑）。

b：今の子どもたちに、どのようなことを伝えたい
ですか？

小山：まずは本能のままにトライしてほしいと思
います。そして続けること。だけど「ただ続ける」
という状態に陥らないでほしいです。感じて続け
てほしいと思います。ワクワクしてものごとに接
していれば、ハッとするようなところに解決や発見
の糸口を見付けることができるかも。毎日アンテ
ナを張りましょうね。



　
猫
が
駅
員
？ 

鶴
見
線
昭
和
駅
。

　
神
奈
川
県
横
浜
市
と
川
崎
市
の
工
業
地
帯
を
の
ん
び
り
走
る
鶴
見
線
。
本
線
と
２
つ
の
支
線

が
あ
り
、
中
に
は
工
場
の
出
勤
、
退
勤
時
間
し
か
運
行
さ
れ
な
い
線
も
。
昭
和
駅
は
本
線
の

終
点
の
１
つ
手
前
の
無
人
駅
。
可
愛
い
野
良
猫
た
ち
が
ま
る
で
駅
員
の
よ
う
に
陣
取
っ
て
い
る
。

日
中
は
ほ
と
ん
ど
列
車
が
来
ず
、
猫
た
ち
の
時
間
。
ホ
ー
ム
の
端
か
ら
線
路
を
見
守
る
そ
の

姿
は
ま
る
で
駅
員
の
安
全
確
認
。
程
な
く
し
て
３
両
編
成
の
列
車
が
の
ん
び
り
や
っ
て
き
た
。

文・写真：上野耕平（うえの・こうへい）
第28回日本管打楽器コンクール サクソフォーン部門において、史上最年少
で第１位ならびに特別大賞を受賞。学生時代にCDデビューを果たす。2014
年第６回アドルフ・サックス国際コンクールにおいて、第２位を受賞。常
に新たなプログラムにも挑戦し、サクソフォーンの可能性を最大限に伝え
ている。現在、演奏活動のみならず「題名のない音楽会」、「報道ステーショ
ン」等メディアにも多く出演している。第28回出光音楽賞受賞。昭和音楽
大学の非常勤講師。The Rev Saxophone Quartet、ぱんだウインドオーケス
トラコンサートマスター。

駅の設置当時、昭和肥料（現在の昭和電工）の工場の最寄り駅で
あったことから、昭和駅と名付けられた。

編集部メモ

①JR鶴見線の起点、鶴見駅へは、
東京駅からJR京浜東北線で約31分、
または横浜駅からJR京浜東北線で約11分。
②鶴見駅でJR鶴見線（扇

おうぎ

町
まち

行）に乗り換え、約15分で昭和駅着。

上野耕平を中心としたサックス・カルテット「The Rev Saxophone Quartet
（ザ・レヴ・サクソフォン・クヮルテット）」によるCD『Fun!』（日本コロムビア）
［2,500円＋税／COCQ-85442］が好評発売中。
〈収録曲〉J.S.バッハ（伊藤康英編）『G線上のアリア』、ビゼー（萩森英明編）『カル
メン幻想曲』、ハービー・ハンコック（宮越悠貴編）『Watermelon Man』、稲森安
太己『ふるさと狂詩曲』、坂東祐大『Mutations: A.B.C.』

上 野 耕 平 の

［クロッシング ］

行き方

Information

第 3 回

神
奈
川
県
Ｊ
Ｒ
鶴つ

る

見み

線
昭し

ょ
う

和わ

駅

鶴見駅

横浜駅

横浜 昭
和
駅

神奈川県

工
業
地
帯
を
走
る
た
め
、

　
　
主
役
は
貨
物
列
車
！
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このようにまっすぐに線の入った柾
まさ
目
め
の板は、

割れにくく丈夫だという
【写真②】鉋

かんな
、のみ、鋸

のこぎり
。鉋はそれぞれ使われている木の種類も

用途も違う。27歳の頃に、これらの道具のほとんどを揃えたと
いう。全て職人による手作り

金子さん製作中のギター。取材時は、
ニスを塗り重ねる工程だった

家
具
作
り
の
た
め
に
、
楽
器
に
最
適
な
木
を
伐
採
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
家
具
に
は
向
い
て
い
な
い
木
の
は
ず
な
の
に
、

ど
ん
ど
ん
家
具
作
り
に
使
わ
れ
、
楽
器
向
き
の
貴
重
な
木
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
し
た
。
木

の
種
類
は
無
数
で
す
か
ら
、
そ
の
性
質
を
判
断
す
る
の
は
と
て
も
大

変
で
、
膨
大
な
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。
楽
器
に
適
し
た
木
は
現
在
、

絶
滅
し
た
か
伐
採
禁
止
か
、
ど
ち
ら
か
で
す
。
こ
れ
は
50
年
前
か
ら

予
測
で
き
た
こ
と
な
の
で
、
ま
ず
は
材
料
集
め
に
走
り
ま
し
た
」

̶
̶

こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
道
具
も
あ
り
ま
す
ね【
写
真
②
】。

　
「
私
は
こ
れ
ら
の
道
具
を
使
い
、
全
て
手
作
業
で
ギ
タ
ー
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
道
具
は
新
潟
の
工
房
に
注
文
し
て
、
私
の
手
に
合

わ
せ
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
に

も
日
本
の
道
具
が
使
わ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
、
日
本
の
職
人
さ
ん
の
作

る
道
具
は
す
ば
ら
し
い
。
日
本
は
ね
、
木
に
対
す
る
こ
と
は
世
界
一

で
す
。
木
の
た
め
の
道
具
、
木
材
で
の
製
作
技
術
や
建
築
技
術
…
…
。

西
洋
は
石
の
文
化
だ
け
れ
ど
、
日
本
は
木
の
文
化
の
国
で
し
ょ
う
？ 

で
す
か
ら
、
日
本
は
も
っ
と
木
に
携
わ
る
職
人
さ
ん
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
。
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
て
き
て
、
そ
う
思
い
ま
し
た
」

ギ
タ
ー
作
り
は
い
つ
も
楽
し
い

̶
̶

行
か
れ
た
国
は
ど
こ
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
「
33
歳
の
頃
、
偶
然
知
り
合
っ
た
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
中
谷
恵
一
さ
ん

の
紹
介
で
ス
イ
ス
へ
渡
り
、
３
年
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
、
バ
ー
ゼ
ル

か
ら
田
舎
の
ほ
う
へ
と
入
っ
た
村
に
い
ま
し
た
。
大
き
な
鈴
を
つ
け

た
牛
が
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
い
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
す
。
ス
ペ

イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
行
く
機
会
も
あ
り
、
そ
こ
で
ア
ン
ド
レ
ス
・

セ
ゴ
ビ
ア
に
実
際
会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
も
で
き
ま
し
た
」

̶
̶

全
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
巨
匠
に
、
実
際
に
お
会
い
で
き
た

の
で
す
ね
。

　
「
何
度
も
会
っ
て
い
ま
す
。
主
に
ギ
タ
ー
の
話
を
し
ま
し
た
よ
。
日

本
で
は
、
福
岡
に
セ
ゴ
ビ
ア
が
来
た
と
き
に
も
会
い
ま
し
た
。
彼
が

80
歳
を
超
え
て
い
た
頃
で
す
が
、握
手
し
た
と
き
の
手
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。グ
ロ
ー
ブ
み
た
い
に
大
き
く
て
、柔
ら
か
く
て
、ふ
わ
ー
っ

と
し
た
手
。
こ
う
い
う
手
が
、
い
い
音
を
出
す
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

̶
̶

ギ
タ
ー
を
通
し
て
、
多
く
の
経
験
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
「
忘
れ
が
た
い
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪

雨
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
こ
の
辺
り
に
も
ど
ん
ど
ん
雨
が
降
っ
て
き

て
、
避
難
指
示
が
出
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
こ
の
工
房
に
あ
る
貴
重

な
材
料
の
こ
と
が
心
配
で
、避
難
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。も
う
、

こ
の
材
料
と
一
緒
に
流
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
と
覚
悟
し
て
、
こ
こ
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
す
る
と
、
急
に
雨
が
や
ん
だ
の
で
す
。

周
り
に
は
流
さ
れ
た
建
物
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
う
ち
だ
け
助
か
っ
た
。
最
近
は
、
小
学
校
や
中
学
校
で
、
ギ
タ
ー

の
作
り
方
を
お
話
し
し
、福
岡
の
ギ
タ
リ
ス
ト
が
私
の
作
っ
た
ギ
タ
ー

で
演
奏
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を

喜
ば
せ
た
く
て
。
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
『
手
作
り
の
よ
さ
』
を
伝

え
た
い
ん
で
す
」

̶
̶

金
子
さ
ん
の
ギ
タ
ー
は
、
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
「
注
文
し
か
作
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
最
短
で
も
５
年
は
待
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
か
月
に
大
体
３
本
ぐ
ら
い
作
っ
て
い
ま
す
が
、

私
が
今
持
っ
て
い
る
材
料
を
使
い
切
る
に
は
、
最
低
で
も
２
０
０
年

か
か
り
ま
す
。
あ
と
２
０
０
年
生
き
れ
ば
使
い
切
れ
る
（
笑
）」

̶
̶

ぜ
ひ
あ
と
２
０
０
年
、
作
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！

　
「
そ
う
で
す
ね
（
笑
）。
ギ
タ
ー
作
り
は
い
つ
も
楽
し
い
。
嫌
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
ギ
タ
ー
を
作
っ
て
い
る
と
き
は
楽
し
い
ん
で
す
。

１
つ
作
り
上
げ
た
ら
『
次
は
こ
う
い
う
の
を
作
り
た
い
』
と
、
毎
回

新
し
い
目
標
が
で
き
ま
す
。
同
じ
も
の
は
二
度
と
作
り
ま
せ
ん
。
私

は
ギ
タ
ー
を
作
る
と
き
、
弾
い
て
く
れ
る
人
の
20
〜
30
年
後
を
想
像

し
な
が
ら
、
音
の
こ
と
だ
け
を
ひ
た
す
ら
考
え
て
作
り
ま
す
。
い
い

材
料
の
ギ
タ
ー
で
、い
い
音
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。そ
れ
だ
け
で
す
」
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本
連
載
で
は
、
日
本
各
地
で
文
化
や
芸
術
を
支
え
て
い
る
か
た
が
た
を
取
材
し
ま
す
。

第
４
回
は
、
福
岡
県
八
女
市
、ギ
タ
ー
職
人
の
金
子
輝
夫
さ
ん
に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

金
子
輝
夫
（
か
ね
こ
・
て
る
お
）

　
１
９
４
２
年
福
岡
県
柳
川
市
出
身
。小
学

５
年
生
よ
り
ギ
タ
ー
職
人
を
志
す
。30
代
で

ス
イ
ス
に
渡
り
、製
作
や
音
楽
を
学
ぶ
。
現

在
は
八
女
市
在
住
。個
人
製
作
家
と
し
て
１

本
の
ギ
タ
ー
を
全
て
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で

作
っ
て
い
る
。

日
本
め
ぐ
り

N I P P ON
MEGUR I

工房の一角。製作中のギターや、
材料の木が並んでいる

【写真①】ハカランダ。非常に貴重で、
高価な木材

第
４
回　
福
岡
県 
八
女
市

　

金
子
輝
夫　
ギ
タ
ー
職
人

　
「
手
を
伸
ば
せ
ば
星
に
手
が
届
き
そ
う
」̶

̶
夜
に
な
る
と
、
誰
も

が
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
し
ま
う
、
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
。
標
高

が
高
い
た
め
星
が
明
る
く
光
り
、
お
茶
、
温
泉
、
古
陶
星
野
焼
な
ど
、

自
然
が
育
む
文
化
に
あ
ふ
れ
た
美
し
い
村
で
す
。

　
緑
豊
か
な
こ
の
場
所
で
、
金
子
輝
夫
さ
ん
は
ギ
タ
ー
製
作
工
房
を

営
ん
で
い
ま
す
。
金
子
さ
ん
は
、
少
年
時
代
か
ら
ギ
タ
ー
作
り
に
人

生
を
捧
げ
て
き
た
か
た
。
明
る
い
日
ざ
し
が
ま
ぶ
し
い
午
後
、
工
房

を
訪
れ
ま
し
た
。

先
を
見
据
え
た
材
料
集
め

̶
̶

金
子
さ
ん
が
ギ
タ
ー
に
出
会
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
で
す
か
？

　
「
小
学
校
５
年
生
の
頃
で
す
。
子
ど
も
の
頃
の
唯
一
の
楽
し
み
だ
っ

た
ラ
ジ
オ
で
、
あ
る
と
き
聴
い
た
こ
と
も
な
い
音
色
の
音
楽
が
流
れ

出
し
た
ん
で
す
。『
こ
の
楽
器
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
？
』
と
思
い
な

が
ら
聴
い
て
い
る
と
、
演
奏
が
終
わ
っ
て
『
た
だ
い
ま
の
演
奏
は
ア

ン
ド
レ
ス
・
セ
ゴ
ビ
ア
で
す
』
と
。
そ
こ
で
初
め
て
、
ス
ペ
イ
ン
の

巨
匠
が
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
た
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
準
備
し
て
い

た
鉛
筆
で
メ
モ
を
と
り
、
す
ぐ
に
音
楽
関
係
の
出
版
社
に
手
紙
を
出

し
て
セ
ゴ
ビ
ア
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
ギ
タ
ー
作
り

の
道
に
進
み
ま
し
た
」

̶
̶

ギ
タ
ー
を
弾
く
の
で
は
な
く
、
作
る
こ
と
に
興
味
を
も
っ
た
の

で
す
ね
。

　
「
昔
は
母
が
大
川
市
で
家
具
屋
を
営
ん
で
い
て
、
桐
箪
笥
を
作
っ
て

い
た
ん
で
す
。
母
が
手
作
業
で
塗
装
を
す
る
横
で
、
木
の
切
れ
端
を

使
っ
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
小
学
生
の

と
き
に
は
、
木
工
用
具
の
ほ
と
ん
ど
が
使
え
ま
し
た
。
何
も
な
い
時

代
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ギ
タ
ー
を
作
る
こ
と
に
の
め
り
込
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。
あ
の
頃
か
ら
今
ま
で
ず
っ
と
、
頭
の
中
は
ギ
タ
ー
だ
け
。

他
に
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
で
す
ね
」

̶
̶

ギ
タ
ー
作
り
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
「
何
よ
り
大
切
な
の
は
材
料
集
め
で
す
。
私
は
20
歳
か
ら
材
料
を

集
め
始
め
ま
し
た
。
20
歳
か
ら
23
歳
ま
で
東
京
で
働
い
て
お
り
、
お

金
が
貯
ま
る
と
、
少
し
ず
つ
材
料
を
買
い
集
め
て
い
ま
し
た
ね
。
例

え
ば
こ
の
独
特
な
模
様
の
も
の
は
い
ち
ば
ん
新
し
く
、
45
年
前
に
購

入
し
た
ハ
カ
ラ
ン
ダ
で
す
が
、
同
じ
頃
に
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
輸
出

入
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
、今
で
は
見
る
こ
と
さ
え
難
し
い
で
す
よ【
写

真
①
】。
50
年
前
に
買
っ
た
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
、
セ
ド
ル
な
ど
も
あ
り

ま
す
」

̶
̶

新
し
い
も
の
で
45
年
前
な
の
で
す
か
。
き
れ
い
な
木
で
す
ね
。

　
「
そ
う
で
し
ょ
う
。
い
く
ら
腕
を
磨
い
て
も
技
術
が
あ
っ
て
も
、
材

料
が
な
け
れ
ば
作
れ
ま
せ
ん
。か
つ
て
、あ
る
大
手
製
造
メ
ー
カ
ー
が
、
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日
本
が
い
ち
ば
ん
寒
い
こ
ろ
、桜
が
ふ
と
恋
し
く
な
る
。

　
去
年
の
春
、仕
事
が
た
ま
た
ま
忙
し
く
、満
開
の
時
期
に
桜
の
作
品
撮
影
が
で
き
な

か
っ
た
。
や
っ
と
時
間
が
で
き
て
、葉
桜
の
下
を
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
た
。
人
影
の
な
い

裏
通
り
に
差
し
掛
か
っ
た
時
、び
ゅ
ん
、と
強
い
風
が
吹
い
て
、あ
っ
と
い
う
間
に
一
面

ピ
ン
ク
色
の
花
び
ら
に
包
ま
れ
る
。「
あ
」と
声
も
出
な
い
ほ
ど
の
美
し
さ
に
身か

ら
だ体

ご

と
飲
み
込
ま
れ
、な
ぜ
か
胸
が
切
な
さ
で
一
杯
に
な
り
、写
真
を
撮
っ
た
。

　
一
瞬
の
風
、誰
も
い
な
い
。
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ワンモーメント

フォトエッセイO n e  d a y,
o n e  m o m e n t 写真・文：ヒダキトモコ

Photo・Text：Tomoko Hidaki



ヒダキトモコ
写真家。日本舞台写真家協会会員。
東京都出身、米国で幼少期を過ごす。慶應義塾大学法学部卒業。会社員を
経て写真家に転身。音楽誌・経済誌等の表紙・グラビア、各種舞台・音楽
祭のオフィシャルカメラマン。ステージ写真、ジャケット写真、写真集等。
官公庁や企業の撮影も多数。撮影スタンスは自然体、人の内面的な魅力や
イキイキとした写真表現を大切にしている。
http://hidaki.weebly.com
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第５回　河内智美 先生（岡山市立宇野小学校　第37代校長）

歌の心を大切に

河内智美（こうち・さとみ）
岡山大学教師教育開発センター教授（特任）

次代につなぐ

校
長
先
生

の
講
話

数年前、かつての教え子たちが数人集まり、
小学校時代のなつかしい思い出話を語ってくれました。

「音楽の時間、いつも踊りまくっていたよね。」「そうそう、カエルのまねしてぴょんぴょん
跳びながら歌ったこともあったわ。」などなど、話は音楽の授業のことばかり。
他の教科の授業にも熱心に取り組んだはずですが、全く会話にのぼりません。

「やはりそうなんだなあ……」と、少し複雑な思いで教員生活を振り返りました。
私は学級担任より長く、13 年もの間、音楽専科を担当しました。

音楽の授業づくりに没頭した日々が思い出されます。音楽が苦手な子どもたちを何とか音楽
好きにできないものかと始めた、授業冒頭のノリノリのダンス。歌の情景や曲想を捉えやす
いようにと多く取り入れた身体表現。学級担任のときも音楽満載の学級経営をしていたので、

二十数年の月日を経ても、かつての教え子たちの脳裏に焼き付いているようでした。
他の教科の授業が話題にならなかったのは少し残念ではありましたが、

音楽の力の凄さを改めて感じたひとときでした。
学校経営においても音楽で潤いのある学校づくりをしたいと願っていました。

そのためには、子どもたちだけでなく先生たちにも伝えたいと思い、
ときにはテレビ朝会でミニ音楽授業をすることがありました。

昔行っていた１時間の授業をほんの数分で再現するのですから、成果のほどは疑問です。
音楽の味わい方や表現の仕方に少しでも関心をもってもらえていたらいいのですが……。

　本連載では、学校長を務められた先生が、これまでに
学校で子どもたちに語り届けた講話をご紹介します。
　第５回は、音楽を通して潤いのある学校づくりを目指
した河内智美先生が、テレビ朝会で行ったミニ音楽授業
からお届けします。『シャボン玉』の歌詞の背景に存在
する詩人の境遇や気持ちを、子どもたちに伝えたお話
です。
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　音楽発表会が近付き、学校中に
歌声や楽器の音が響き渡ってい
ます。とても楽しみです。今日は、
最後の仕上げにもうひと工夫し
てほしいことをお話しします。
　歌には、歌詞やメロディーを
つくった人が表したいと思った
様子や気持ちが込められていま
す。それを見つけて、聴いてい
る人にもよく伝わるように表現
することが大切です。みなさん
がよく知っている『シャボン玉』
という歌で試してみましょう。
　ここにシャボン玉（模型）を
作ってきました。歌に合わせて
飛ばしてみます。

　♪「シャボン玉　飛んだ　屋根まで飛んだ」
［シャボン玉の模型を動かしながら］こうして高く屋根まで飛んだのですね。

　♪「屋根まで飛んで　こわれて消えた」
［模型を下ろしながら］あれ？ シャボン玉は消えてしまいましたね。

　♪「シャボン玉　消えた　飛ばずに消えた　生
うま

れてすぐに　こわれて消えた」
シャボン玉はずっと消えたままです。

　この歌はシャボン玉がいっぱい飛んでいる歌だと思っていましたが、よく歌詞を見るとそ
うではないことが分かります。
　シャボン玉が飛ぶと楽しい気持ちになります。楽しい気持ちを赤いハートマークで表して
みましょう［簡易楽譜の「屋根まで飛んだ」の歌詞のあたりに赤いハートマークを貼る］。消えると悲しい
気持ちになります。悲しい気持ちを青色のハートマークで表してみましょう［同様に歌詞を確認
しながら貼っていく］。こんなに青色のハートマークがいっぱいになりました。
　それもそのはずです。実は、この歌詞を書いた野口雨情さんという人の幼い子どもが亡く
なってしまったのです。野口さんはとても悲しんで、子どもをシャボン玉としてこの歌詞を
書いたそうです。
　では、歌の続き「風　風　吹くな」には野口さんのど
んな気持ちが込められているのでしょうか。「シャボン玉
が消えてしまうような風は吹かないでほしい。」「シャボ
ン玉、つまり子どもが亡くなってしまうような病気や不
幸は来ないで。」という野口さんの願いが込められている
のですね。
　赤いハートマークや青いハートマーク、野口さんの願
いがよく分かるように歌おうとすると、おのずと歌声や
歌い方が変わってきますね。このように、「歌の心」を大
切にすばらしい音楽をつくっていってください。楽しみ
にしています。

（平成 25 年 10 月、岡山市立宇野小学校テレビ朝会でのミニ音楽授業より）

30年ほど前の音楽の授業風景。シャボン玉が飛ぶ様子を身体表現しな
がら歌う子どもたち

子どもが手に持つのは、河内先生が作っ
たシャボン玉の模型
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　フルート奏者として国内外で活躍されている古川はるなさんは、
とある言葉をきっかけに、カンボジアの子どもたちに音楽を届ける
活動を始めました。現地で出会ったのは、過酷な境遇で心に傷
を負った少女たち。音楽を通して彼女たちに安心感を抱いてもら
うにはどうしたらよいだろうか。自分自身で音を奏でる喜びを味
わってほしい。そう考えた古川さんは、子どもたちにリコーダー
の手ほどきをします。このレポートでは、２度のカンボジア訪問
で出会った子どもたちの様子や、現地での活動について、音楽に
対する強い信念をもった演奏家ならではの視点でお伝えします。

古川はるなさん

　フルート奏者。東京藝術大学より博士号（音楽）授与。篠笛も演奏する。音楽が人間精神にどのように寄与するかということをライフ
ワークとし、演奏・教育を通して追究している。常葉大学教育学部、短期大学部音楽科非常勤講師。

H
aruna Furukaw

a

音を奏でる喜びを
カンボジアの子どもたちとともに

vo l . 4 ［ ワールドレポート］

カンボジア王国
Kingdom  o f  C ambod i a

　アンコール遺跡群などの世界有数
の歴史的建造物を有する美しい国。
近年は高い経済成長を続けている
が、1970年代のポル・ポト政権時代
に推定100万人以上が犠牲になった
という悲しい歴史が、今もなお影を
落としており、貧富の差や教育環境
の改善が課題となっている。

Basic Data
人口：約1,610万人
面積：18.1万平方キロメートル（日本の約２分の１弱）
首都：プノンペン
言語：カンボジア語

（外務省ホームページより）

カンボジアについて
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　「ここにいる少女たちは、モノクロの絵しか描けない。なぜなら、彼女たちに見えている世界には色が
ないから」――長らくアジアの子どもたちのためにボランティア活動をなさっている日本人女性、河

かわむら
村 

惠
けい

子
こ
さんが、カンボジアの国境近くの街、バッタンバンの施設にいる少女たちについて語った言葉です。

現地で少女たちとパステルアートをしたところ、モノクロの絵ばかりで驚いたとのこと。
　少女たちがいるのは寄宿舎を備えた職業支援学校で、カンボジア国内の孤児や貧困に苦しむ子、過酷な
環境で育ちトラウマを抱えた子などを保護し、近くの学校に通わせたり、縫製の職業訓練を授けて自立
の支援をしたりする、シェルターとしての役割も担っている施設です。
　彼女たちの中には家庭内暴力などの被害者も多く、売春組織に売られそうになったり、奴隷として裕
福な家に買われていったりと、その境遇は聞くほどに想像を絶するものでした。私は、アジアの発展の陰
で取り残され犠牲になっている、このモノクロの世界にいる少女たちのために、金銭的支援だけでなく音
楽を届けたいと思い、現地へ行くことを決めました。

　初回の訪問は2016年。河村さんに同行してカンボ
ジアとミャンマー各地の教育機関・職業訓練施設を
訪問し、行く先々でフルートの演奏をしてきました。
生演奏を初めて聴く子どもたちがほとんどで、目を
輝かせ身を乗り出して聴いてくれました。
　話に聞いた少女たちのいるバッタンバンは、首都
プノンペンから車で７時間ほど。この街では住民の
ほとんどが農業に従事し、タイへ出稼ぎに行く人も多
いそうです。また国境の街ならではの闇ビジネスも
横行し、多くの少女たちが犠牲になっています。訪
問したのはローマに本部を置くサレジアン修道会が
運営するトレーニングセンターでした。
　ここでは、心にトラウマを抱えた少女たちのために、演奏を聴いてもらうだけではなく、私自身がフ
ルートを吹くことで経験し、得てきたことを、彼女たちと分かち合いたいと考えました。それは例えば、
心の中に広がる内的世界の存在と、その奥深さや尊さを感じること。また、内なる世界と外の世界がつな
がる感覚をもつことで得られる安心感や、この世界に存在していいのだという自己肯定感。息は魂に最も
近いとも言われますが、フルートは吹いた息が直接音になるエア・リードの楽器で、魂の発露として音を
奏でるという意識がそのような感覚を育ててくれたのだろうと思います。
　笛の仲間であるリコーダーも、学習用
のものはプラスティック製とはいえ、息
で音をつくる作音楽器という点では同じ
です。自分の息で自分だけの音を奏でる
ことにより、同じような感覚を味わって
もらい、彼女たちの世界が少しでも温か
く美しいものになればと、要らなくなっ
たリコーダーの寄付を募って持って行き
ました。

カンボジアとの出会い

初めてのカンボジア訪問

初めて耳にするリコーダーの音色に興味津々

少女たちの前でフルートを演奏
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　実際に少女たちに会ってみると、カンボジアの国民性
ゆえか、安全な環境に保護されている安心感からか、想
像よりもずっと明るくて屈託のない子が多い印象でした
が、中には心を閉ざす子や情緒が安定しない子も見ら
れ、傷の深さが感じられました。それでもここの少女た
ちは互いの痛みを分かち合うように助け合いながら生活
しており、リコーダーを吹くときも自然と教え合ってい
ました。楽譜を読むこともできず、見たこともない楽器
を最初はおそるおそる触っていましたが、しだいに音を
出すことに喜びを感じ、いい音が出たときや１フレーズ
吹けるようになったときには、ほんとうにうれしそうな表情を見せてくれました。最後に、「そのリコー
ダーはプレゼントだよ」と言ったときの歓喜の声は今も忘れられません。驚くほどの意欲と集中力でリ
コーダーを吹くその姿から、音を奏でること、内なる息吹を音に換えていくことが、彼女たちにとって
代えがたい瞬間であることを感じました。

　なお、カンボジアの公立学校では音楽の授業は行
われていませんでしたが、一部の私立の小学校では
音楽の授業を行っていると聞き、その学校でリコー
ダーを教え、音楽の先生への指導も行ってきました。
ふだんはどの学年にも同じ歌を教えているのが現状
と聞き、「６年間を通したカリキュラム作成と教師の
研修が急務」との意見交換をし、継続的な教育支援
の必要性を確認しました。

リコーダーを手に歓喜の声

互いに教え合いながら練習する

プノンペンにある「ドン・ボスコ・スクール」の校舎

体を使って音高感を身に付ける

　そして再び、2018年にプノンペンにある私立校
「ドン・ボスコ・スクール」を訪問し、授業を行っ
てきました。現地ではまず、６年間の成長に合わ
せた授業内容を考えるために、子どもたちの状況
やカンボジア特有の事情、学校の教育理念などを
教えてもらいました。カンボジアでは、バッタン
バンで聞いたような少女たちへの身体的・精神的
虐待に加え、家庭でも学校でも体罰が横行してい
ること、学校や街中で人身売買用に子どもが誘拐
され続けていること、孤児や難民も多いこと、栄
養が足りていないため心身の発達が遅いこと、街
のいたるところで大音量の音楽が流れている環
境で育っていること、音楽を通して内面の静けさと豊かさを育てたいこと、等々。教育の質・内容ともに、
今もなお、ポル・ポト政権時代に多くの文化遺産の継承が途絶えてしまった影響が残っているようです。

２度目のカンボジア訪問と音楽教育の実践
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　ポル・ポト政権後のカンボジアが海外の援助によって再建されてきたように、他国の確立された教育シ
ステムを取り入れることはカンボジアの教育発展に大きく貢献することと思います。一方でカンボジア
には独自の文化があり、音楽も同様、クメール舞踊とともに歌われるようなとても美しい音楽が数多く存
在します。バッタンバンの教会でもヨナ抜き音階のカンボジアの音楽が演奏されていましたが、それらの
音楽は、現在は社会科の教科書に歌詞のみが掲載されています。国内各地に残る美しい五音音階の音楽
は、子どもたちの教材としてもふさわしいですし、何よりカンボジアの文化や世界観を次世代に伝える
ものとして、どうか失わないように受け継いでいってほしいと思います。
　ボランティア活動というのは、自己満足で終わったり、結果的に押しつけや強制になってしまったり、
対象者の自発性や生来の特性を奪ってしまうこともあります。関わる程度と深度を模索する中で、こうし
た子どもたちの姿や、たくましく生きようとする生命力、屈託のない素直な心に教わることも多く、与え
るという一方向ではない関係性を実感しました。

　私は演奏家としての経験からも、受け取った富を限られた場
所や人のみで共有するのではなく、広く循環させていくことが
文化の発展の鍵になると実感していますが、２度のカンボジア
訪問で現地の人々と触れ合い、あらためてその思いは間違って
いないと確信しました。この活動は始まったばかりで未熟ゆえ
の迷いも多いですが、途絶えてしまった文化や教育の継承を再
開すること、そして人類の遺産である音楽という大いなる富を、
世の中に、また次の世代へと循環させていくことを、カンボジ
アの人々とともに一歩ずつ目指していけたらと考えています。

カンボジアの未来を見つめて

リコーダーを手にポーズ

低学年のリズム活動の様子 クリスマスには子どもたちが空港や病院で
チャリティーコンサートを行った

　学校を運営するスタッフからは、日本ではどのようなカリキュラムが制定されているのか、教員養成
のためにどのような研修があるのか、幼稚園や高校では音楽の時間があるのか、楽譜を読めるようにな
るにはどうすればいいのか、楽器のメンテナンスはどうしているのか、などの質問が挙がりました。また、
日本の教科書を見せると、「とてもシステマティックにできている」と食い入るように見ていました。
　１週間の滞在の中で、１年生から５年生までの全クラスの授業、朝と放課後には寄宿生と教職生にリ
コーダーと読譜のレッスン、音楽の先生には個別指導、そして皆の前でフルート演奏を行いました。子ど
もたちは学べるうれしさと意欲に満ち溢れているものの、特に精神の発達や成熟度に関しては課題が多
くあります。子どもたちの身体の中にある抑圧されたエネルギーを解放させたり、精神を穏やかに整え
たりするために、音楽が働きかけることができるような、教科としての学び以上に音楽療法的内容をも
たせたカリキュラム作成の必要性を強く感じました。また、歌を歌う以外に、例えば低学年はリズム活
動で全身のエネルギーを使い、中学年は音探しで外の世界に耳を開き、高学年はリコーダーで内観力を
高める、というような授業提案も行いました。

（文・写真：古川はるな）文中の地名等は筆者の表記にそろえています。
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ミュージックビデオ公開中！

［ ワールドレポート］

“図書館で会いましょう”プロジェクト
番 外

　撮影は東京都にある北区立中央図書館
で行われました。赤レンガの趣ある建物
を舞台に、同作品集CDでも歌っている
ヴォーカルのteaさんと、いろいろな国の
バックグラウンドをもった子どもたちが
出演しています。

ミュージックビデオはこちらでご覧いただけます。

https://youtu.be/7-x2XEqgl
エル

QA
“World of Fairy Tales”のシングルカット（カラオケ付き）は
iTunes や Amazonでご購入いただけます。

本を読んでいるうちに

　　　お話の世界へ……

撮影用のドローンに　　　　みんな興味津々

撮影風景 ドラゴンが

　 登場

弓削田健介作品集『図書館で会いましょう』

　Wor ld Repor t［ワールドレポート］のvol .１でご紹介した、
作曲家の弓

ゆ
削
げ
田
た
健
けん
介
すけ
さんによる“図書館で会いましょう”プロジェクト。

テーマ曲「図書館で会いましょう」は、
図書館関係者が集まる全国図書館大会をはじめ、

読書活動に力を入れている学校などでも歌われるようになりました。
　このたび、この曲の英語版である“W

ワールド
or ld o

オブ
f F

フェアリー
a i ry T

テイルズ
a les ”の

ミュージックビデオが完成し、YouTubeで一般公開されています。

“ 図書館で会いましょう”プロジェクトとは……
　図書館や本をテーマにした楽しい歌をまとめた作品集『図書館で会い
ましょう』を制作し、その収益の一部をチャリティーとしてNPO法人
SAPESI-Japan ［南アフリカ初等教育支援の会］に寄付。日本で使われな
くなった移動図書館車を譲り受け、南アフリカへ届ける活動に役立てら
れている。

編
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